
─第
四
章
助
動
詞
論

第
五
章
助
詞
論

第
六
章
敬
語
総

終
章
ｌ
あ
と
が
き
に
代
え
て
１

以
下
、
章
立
て
に
従
っ
て
内
容
を
見
て
い
く
。
菊
地
市
お
よ
び
そ
の
方

言
文
法
の
概
要
を
述
べ
た
序
章
の
あ
と
、
第
一
章
「
体
言
論
」
で
は
、
「
体

言
の
語
尾
屈
折
」
「
体
言
の
提
示
」
「
一
音
節
名
詞
」
「
代
名
詞
の
多
様
性
」
の

四
項
目
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
「
体
言
の
語
尾
屈
折
」
は
、
「
隈
府
（
ワ
イ

フ
〜
地
名
）
ィ
行
ク
（
隈
府
二
行
ク
）
」
の
よ
う
な
体
言
に
助
詞
等
が
接
続

す
る
場
合
の
音
変
化
の
例
、
「
体
言
の
提
示
」
は
、
「
富
士
山
ナ
ウ
ッ
ク
シ

カ
ナ
ー
」
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
連
声
の
例
、
「
一
音
節
名
詞
」
は
、
そ
の

長
音
化
現
象
を
扱
っ
て
お
り
、
体
言
そ
の
も
の
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
形

態
と
音
韻
の
相
関
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
豊
富
な
用

例
で
、
当
地
方
言
の
実
態
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
体
言
の
語
尾
屈

折
」
に
お
い
て
、
「
隈
府
〈
ワ
イ
フ
〜
地
名
〉
ィ
行
ク
（
隈
府
一
一
行
ク
）
」

の
よ
う
な
音
変
化
を
、
印
欧
語
に
見
ら
れ
る
屈
折
と
同
様
の
現
象
と
し
、
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本
書
の
著
者
藤
本
窓
信
氏
は
、
長
年
熊
本
県
の
高
校
教
育
に
携
わ
り
、

校
長
職
を
最
後
に
定
年
退
職
し
た
後
、
本
学
の
大
学
院
に
再
入
学
し
、
国

語
学
専
攻
の
課
程
を
修
了
し
た
篤
学
の
人
で
あ
る
。
修
士
騰
文
は
、
国
学

院
大
学
卒
業
時
以
来
の
研
究
課
題
で
あ
っ
た
上
代
語
の
表
記
に
関
す
る
も

の
で
、
一
千
枚
を
優
に
超
え
る
力
作
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
、
郷
里
の

菊
池
地
方
（
熊
本
市
の
北
に
位
歴
す
る
）
の
方
言
に
つ
い
て
の
二
段
組
み

四
百
頁
に
及
ぶ
本
書
を
手
に
し
て
、
氏
の
学
問
に
対
す
る
情
熱
の
ほ
と
ば

し
り
に
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

本
書
は
当
熊
本
県
菊
池
市
に
伝
わ
る
、
昭
和
十
年
代
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
の
郷
土
の
言
葉
を
対
象
と
し
、
旧
来
の
文
法
方
式
に
従
っ
て
、
体
系

的
な
記
述
を
展
開
し
た
も
の
」
（
例
言
）
で
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
。序

章
菊
池
方
言
文
法
の
概
観

第
一
章
体
言
論

第
二
章
副
用
語
論

第
三
章
用
言
論



「
隈
府
二
行
ク
」
か
ら
の
変
化
で
は
な
い
と
す
る
点
は
賛
同
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
音
変
化
は
、
鹿
児
島
方
言
を
筆
頭
に
、
九
州
各
地
で
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
格
助
詞
一
一
の
子
音
ｎ
の
弱
化
、
脱
落
で
法
則
的
に
説

明
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
印
欧
語
の
屈
折
に
類
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

の
屈
折
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
〈
ロ

ち
ょ
っ
と
無
理
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
章
「
副
用
語
輪
」
は
、
「
感
動
詞
」
・
「
接
続
詞
」
・
「
副
詞
」
・
「
連
体

詞
」
を
扱
う
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
僅
言
に
対
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
ら
で

は
の
細
か
な
意
味
、
用
法
の
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
副
詞
や
連
体
詞
の

説
明
で
は
古
語
や
歴
史
的
方
言
と
の
関
連
に
も
意
を
用
い
て
い
て
、
中
身

の
濃
い
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
章
「
用
言
論
」
は
、
「
動
詞
」
・
「
形
容
詞
」
・
「
形
容
動
詞
」
に
つ

い
て
記
述
す
る
。
ま
ず
動
詞
で
は
、
当
地
方
言
の
活
用
型
を
基
本
的
に
五

段
・
下
二
段
・
力
変
・
サ
変
の
四
種
類
と
認
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
形

と
所
属
語
葉
に
つ
い
て
詳
説
す
る
。
五
段
活
用
の
中
に
は
、
上
二
段
（
一

段
）
出
自
の
「
起
き
る
」
や
「
落
ち
る
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
、
特
に
連

用
形
に
「
起
キ
ッ
タ
」
や
「
落
チ
ッ
タ
」
が
現
れ
る
の
が
、
鹿
児
島
方
言

な
ど
南
部
九
州
方
言
と
の
関
連
が
窺
え
て
興
味
深
い
．
下
二
段
活
用
は
古

典
文
法
の
名
残
り
と
し
て
、
九
州
各
地
に
根
強
く
分
布
す
る
が
、
著
者
は

当
地
の
高
校
生
を
調
査
し
て
八
十
％
以
上
の
高
校
生
が
共
通
語
と
同
じ

下
一
段
活
用
を
用
い
て
お
り
、
特
に
女
子
の
使
用
率
が
高
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
動
詞
の
活
用
形
で
は
、
五
段
活
用
連
用
形
の
音
便
形
が
、

特
に
九
州
方
言
の
特
徴
と
し
て
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
で

も
用
例
を
多
く
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
（
第
五
章
「
助
詞
」
の
接
続
助
詞

の
項
目
で
も
再
び
詳
し
く
触
れ
て
い
る
）
。
た
だ
、
評
者
の
よ
う
に
、
国

語
史
（
中
央
語
史
）
と
の
関
連
に
興
味
の
あ
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
特
に

サ
行
の
音
便
や
（
・
マ
行
の
音
便
の
実
態
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
イ
音
便
を
起
こ
す
語
と
原
形
の
ま
ま
の
語
、

後
者
に
お
い
て
は
、
ウ
音
便
を
起
こ
す
語
と
擁
音
便
と
な
る
語
に
分
か
れ

る
が
、
そ
の
傾
向
が
当
地
方
言
で
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
か
が
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
観
点
か
ら
の
分
析
が
不
十
分
な
の
が
残
念
で

あ
る
。
な
お
、
九
○
頁
以
下
に
各
種
の
活
用
表
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

例
え
ば
「
書
ク
（
な
ら
）
」
「
書
イ
（
た
ら
）
」
を
仮
定
形
と
し
て
い
る
の
も

気
に
な
っ
た
。
記
述
文
法
と
し
て
は
、
仮
定
法
（
仮
定
表
現
）
と
仮
定
形

は
や
は
り
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
次
に
、
「
形
容
詞
」
「
形
容
動

詞
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
力
語
尾
と
イ
語
尾
の
併
用
の
実
態
と
、
力

語
尾
の
造
語
力
に
つ
い
て
、
実
例
を
多
く
挙
げ
て
記
述
し
て
お
り
、
非
常

に
有
用
で
あ
る
９

第
四
章
「
助
動
詞
論
」
で
は
、
受
身
・
可
能
・
自
発
・
尊
敬
、
使
役
、

否
定
、
意
志
・
推
迅
な
ど
の
主
要
な
助
動
詞
の
用
法
を
詳
述
す
る
。
全
体

と
し
て
見
れ
ば
、
他
の
熊
本
県
内
方
言
や
肥
筑
方
言
と
共
通
性
が
高
い
と

言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
上
一
段
（
二
段
）
動
詞
に
下
接
す
る
意

志
・
推
垂
の
助
動
詞
の
ウ
の
用
法
で
は
、
一
方
で
「
見
ユ
ウ
」
と
「
見
ロ

ウ
」
が
共
存
し
、
一
方
で
は
「
落
チ
ュ
ウ
」
は
無
く
、
「
落
チ
ロ
ウ
」
の

み
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
指
摘
や
、
断
定
の
助
動
詞
「
ダ
」
と
「
ジ
ャ
」

に
つ
い
て
、
前
者
が
菊
池
市
中
心
部
、
後
者
が
周
辺
部
に
分
布
す
る
と
い
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関
し
て
は
、
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
が
載
せ
る
「
バ
ヲ
」
（
邦
訳
本

六
○
九
〜
六
一
○
頁
）
と
の
関
連
に
触
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

最
後
の
第
六
章
「
敬
語
論
」
に
つ
い
て
は
公
熊
本
市
方
言
と
の
共
通
性

が
高
い
よ
う
だ
と
い
う
印
象
の
み
を
記
し
て
、
細
か
い
点
は
省
略
し
た
い
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
大
雑
把
に
紹
介
し
、
若
干
の
批
評
を
試
み
た
。

方
言
語
形
の
変
化
、
特
に
音
声
面
の
変
容
に
か
か
わ
る
記
述
に
は
、
や
や

慎
重
さ
を
欠
く
点
も
見
ら
れ
た
が
、
本
番
の
価
値
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
い

さ
さ
か
も
減
ず
る
こ
と
は
な
い
。
方
言
に
深
い
愛
情
を
持
ち
続
け
る
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
に
し
か
で
き
な
い
、
詳
細
・
綾
密
な
分
析
、
記
述
が
全
編
に
溢
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
熊
本
県
内
に
限
ら
ず
、
九
州
に
お
け
る
特
定
地
点
の
伝
統
的

文
法
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
大
部
・
詳
細
な
も

の
で
あ
る
。
本
番
中
に
は
、
今
後
の
伝
統
的
九
州
方
言
の
文
法
研
究
に
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
記
述
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
本
番
が
、
方
言
に

興
味
を
も
つ
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
み
、
ま
た
著
者
に
は
、
今

後
音
声
や
語
莱
も
含
め
た
菊
地
方
言
の
集
大
成
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（
平
成
十
四
年
（
二
○
○
二
年
）
六
月

熊
本
日
日
新
聞
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
刊
三
九
九
頁
三
○
○
○
円
）

（
さ
か
ぐ
ち
い
た
る
／
本
学
文
学
部
）
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う
指
摘
な
ど
、
他
の
研
究
者
（
も
ち
ろ
ん
評
者
も
含
め
て
）
の
さ
ら
な
る

調
査
意
欲
を
か
き
立
て
る
興
味
あ
る
記
述
が
多
い
。

第
五
章
「
助
詞
論
」
は
、
疑
い
も
な
く
本
書
の
中
心
を
な
す
章
で
あ
る
。

頁
数
と
し
て
も
章
畳
立
て
の
中
で
最
大
で
あ
る
が
、
内
容
の
濃
さ
か
ら
言
っ

て
も
、
・
他
の
章
を
圧
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
当
地
方
言
の
助
詞
が
、

種
類
も
用
法
も
い
か
に
多
彩
・
多
様
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
外

な
ら
な
い
。
中
で
も
、
副
助
詞
と
終
助
詞
は
、
本
番
で
初
め
て
詳
し
い
記

述
が
な
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
副
助
詞
の
「
ナ
ン
ゴ
」
「
ョ
Ｅ
、

終
助
詞
の
「
バ
ウ
」
「
ダ
ウ
（
ダ
ウ
）
」
「
ナ
ウ
」
「
ザ
ウ
ニ
ガ
イ
」
『
カ
ウ
（
コ

ゥ
・
己
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
命
令
表
現
に
用
い
ら
れ
る

「
イ
」
「
サ
イ
」
「
シ
」
は
、
中
世
京
都
語
と
の
繋
が
り
が
濃
厚
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
も
他
の
肥
筑
方
言
で
は
あ
ま
り
記
述
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
・
評
者
の
頭
に
あ
っ
た
菊
地
方
言
と
熊
本
市
方
言
と
の
相

似
性
は
、
こ
と
助
詞
に
関
し
て
は
大
幅
に
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
「
バ
ッ
テ
ン
」
「
パ
イ
」
「
タ

イ
」
な
ど
、
お
な
じ
み
の
助
詞
に
つ
い
て
も
怠
り
無
く
記
述
し
て
お
り
、

そ
の
意
味
・
用
法
の
分
析
も
穏
当
な
も
の
で
あ
る
。
強
い
て
一
、
二
気
に

な
る
点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、
熊
本
市
方
言
に
も
見
ら
れ
る
終
助
詞

「
ポ
ー
ポ
ー
」
に
つ
い
て
、
「
ボ
は
バ
ウ
の
単
母
音
短
音
化
、
ボ
ー
は
そ

の
長
音
化
で
あ
る
。
」
（
二
四
七
頁
上
段
）
と
述
べ
る
が
、
音
声
変
化
と
し

て
は
「
ボ
ー
は
バ
ウ
の
融
合
長
音
化
、
ボ
は
そ
の
短
音
化
で
あ
る
。
」
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
語
形
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
や

や
軽
率
な
記
述
が
散
見
す
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
「
ボ
ー
」
の
由
来
に




